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障害者基本計画の着実な推進に向けて第５章

１ 計画の進捗状況の着実なモニタリング

地域の関係機関が連携し、地域の実情に応じた体制の整備について協議を行う機関であ

る地域自立支援協議会の中で、計画の進捗状況のモニタリングを定期的に行い、そこでの

評価を計画の実現に向けて反映させていきます。

また、協議会でのモニタリングの内容やそこでの評価の政策への反映状況を市民に公開

します。

２ 障害福祉サービスの提供体制の整備

（１）民間の活力の導入

民間のサービス事業所に対して情報提供等を行うことにより、市内への新規参入を誘致

するなど、民間の活力を導入することで、基盤整備を含めたサービスの提供体制の量的拡

大を図っていきます。

（２）財源の確保

今後見込まれる障害福祉サービスのニーズに対応できるよう、計画実現のための予算計

画を早期に検討し、国や東京都の補助金等の活用を含め、必要な財源の確保に努めます。

３ 市民参加の推進

計画をより市民ニーズに沿ったものにするためには、市民が主体的に計画の策定や推進

に参画することが重要です。今後も計画の策定や見直しにあたっては、市民の意識や要望

を把握するためのアンケート調査・ヒアリング調査等の各種調査や、パブリックコメント

の実施等、市民から幅広く意見を求める機会を設けていきます。

また、計画をより効果的に実施していくためには、行政と市民、民間事業所及び関係機

関が連携・協働することが重要となります。そこで、本計画の施策を実施するにあたって

は、既存のネットワークを発展・拡充し、庁内外の関係機関との連携を強化していくとと

もに、障害福祉サービス事業所や障害者団体の自発的な参加を推進し、四者が共に計画を

推進する体制づくりを進めます。




